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           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊東京天文台談話会第 801 回～第 900 回の記録ノート 

 アーカイブ室新聞第 712 号（2014 年 1 月 20 日）に「木下宙名誉教授から談話会記録など

を収蔵」という記事を書いた。この木下 宙氏からお預かりした東京天文台記録は、第 712

号に書いたように、１）東京大学東京天文台談話会記録（ガリ版刷り） No.451～No.700

（1945 年 12 月～1965 年 12 月）、２）東京大学東京天文台談話会記録（大学ノート） No.801

～No.900（1971 年（昭和 46 年）4 月～1974 年（昭和 49 年）5 月）、３）東京大学東京天

文台談話会記録(大学ノート) No.901～No.979(1974 年（昭和 49 年）6 月～1976 年（昭和

51 年）12 月)、４）東京大学東京天文台談話会記録（大学ノート） No.980～No.1000(1977

年（昭和 52 年）1月～1977 年（昭和 52 年）7月)、５）東京大学東京天文台談話会記録(布

張りバインダー) No.1001～No.1070(1977 年（昭和 52 年）9 月～1979 年（昭和 54 年）6

月)、６）東京大学東京天文台談話会記録（空色フラットファイル） No.1073～No.1234(1979

年（昭和 54 年）7月～1983 年（昭和 58 年）12 月)の 6点であった。そしてアーカイブ新聞

第 715 号（2014 年 1 月 24 日）に「東京大学東京天文台談話会 No.451～No.700 記録を収蔵」

という記事を書いた。この談話会記録は講演年月日、講演者、演題のみ記載されたもので

あった。 

ガリ版刷りの東京天文台談話会記録は 1945 年（昭和 20 年）12 月 12 日の No.451～1965

年（昭和 40 年）12 月 17 日の No.700 までか掲載されており、No.450 以前の記録がない。

それはおそらく1945年(昭和 20年)2月 8日未明の東京天文台本館の火災で談話会の記録が

焼失したためと思われ、また戦後談話会が復活するには世の中が落ち着く 12 月まで待たね

ばならなかったのであろうと思われる。 

木下氏から譲られた談話会記録のガリ版刷り以外の記録は、講演年月日、講演者、演題

の他に約 1 ページの講演要旨が書かれているが、第 701 回から第 800 回まで、このような

講演年月日、講演者、演題のみ記載されたものもなかった。 

東京天文台が毎年発行している年次報告には 1965 年（昭和 40 年）の第 8 冊から東京天

文台談話会記録が掲載されており、昭和 40 年の年次報告には No.686～No.700 、昭和 41 年

の年次報告には No.701～No.712、昭和 42 年の年次報告には No.713～No.728、昭和 43 年の

年次報告には No.729～No.741、昭和 44 年の年次報告には、No.742～No.761、昭和 45 年の

年次報告にはNo.762～No.793、昭和46年の年次報告には＜No.794～No.822 が講演年月日、

講演者、演題のみ記載されている。昭和 46 年の年次報告は第 14 冊である。 

談話会の記録が、講演者に講演要旨を書いてもらうようになったのが 1971 年 4 月 2日の

No.801 からのようであり、その年の談話会係は内田 豊、宮本昌典、成相恭二の 3 人であ

る。 
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ここまで書いてきて、これは筆者の勝手な抜粋ではダメだと思うようになった。これら

の記録は、中には談話会係が書いたものもあるが、講演者本人が直筆で書かれている貴重

なものである。これは形を改めたアーカイブにし、誰でも読める形でなければと思う。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


